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Vision 2015で目指してきたところ

 目指してきた事業像

中国・アジア事業の強化・拡大金融関連分野のサービス高度化

生産革命・人材開発産業関連分野の拡大

業界平均を上回る成長
力強い事業ポ トフ リオ

 Vision 2015の成長目標

 ２大顧客「以外」を大幅に拡大

業界平均を上回る成長
業界で突出した収益力

力強い事業ポートフォリオ

 成長力：7％成長できる力

 収益力：営業利益率13％以上

大顧客 以外」 大幅 拡大

 産業分野の顧客大型化

 グローバル関連の売上拡大

業 標準 ﾞ ﾞﾈ ﾟ ﾄ 拡大
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 業界標準ﾋﾞｼﾞﾈｽﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑの拡大



Vision 2015のこれまでの成果（業績）

3年間の減収減益の後は、業界平均を上回る成長率（5%超）で成長

成長を継続しながら 業界で突出した収益力を確保成長を継続しながら、業界で突出した収益力を確保

2016年3月期業績予想
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売上高 ： 4,250億円

営業利益 ： 580億円

営業利益率： 13.6%
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Vision 2015のこれまでの成果（事業ポートフォリオ）

力強い事業ポートフォリオの構築に向けて、着実に前進している

08.3期 15.3期

V2015策定

２大顧客「以外」の拡大 58.4% 69.6%  全体成長率よりも高いペースで、
２大顧客以外の売上高成長を達成

産業分野の顧客大型化 約19% 約24%  産業３大顧客、特定顧客７社など、
顧客の深耕・大型化に着実な成果

 コンサルテ ング事業 グロ バル関連事業

グローバル関連売上高 約1% 約4%
 コンサルティング事業： グローバル関連事業

が売上高の約３割を占めるまでに成長

 ＩＴソリューション事業： 日系企業の海外進出
支援で事業拡大支援で事業拡大

業界標準ﾋﾞｼﾞﾈｽﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ 約12% 約19%  「所有から利用へ」の流れの拡大で、
共同利用型サービスの市場シェアを拡大STARの顧客数 50 66
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次期ビジョンはVision 2022

磨く、変える、創るで、Value(価値)とVariety(多様性)を倍増(VV)

Ｖａｌｕｅ （価値）

Ｖ ｉ ｔ

NRIならではの
価値創造・価値向上

Ｖａｒｉｅｔｙ （多様性）

多様なケイパビリティの結集
（人材・スキル・ノウハウなど）
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Vision 2022で目指す事業像(1)

 目指す事業像

Ｇｌｏｂａｌ （売上）

1,000億円（VV）

Ｐｒｏｆｉｔ （連結営業利益）

1,000億円（VV）

Ｄｏｍａｉｎ （事業領域）
• 既存ビジネスモデルでのさらなる成長

• 新ビジネスモデルによる付加価値の創出

 業績面での目標

重要指標 数値目標重要指標 数値目標

営業利益 1,000 億円

営業利益率 14% 以上

 「Value倍増」のシンボリック目標

 市場の伸びを大きく上回る成長を
目指す営業利益率 14% 以上

グローバル事業売上高 1,000 億円  「Variety倍増」のシンボリック目標

目指す
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ＲＯＥ 14%  外部成長も積極的に活用



Vision 2022で目指す事業像(2)

既存ビジネスモデルでのさらなる成長

 強みをさらに磨き 圧倒的な優位性をつくっていく 強みをさらに磨き、圧倒的な優位性をつくっていく

 取り巻く事業環境の変化に対応し、成長のために自己変革を続けていく

コンサルティング NRIらしいナビゲーションを世界展開し NRIグループを先導コンサルティング NRIらしいナビゲ ションを世界展開し、NRIグル プを先導

金融ＩＴソリューション 日本の金融ITソリューションの雄として、NRIグループの大黒柱を担う

産業ＩＴソリューション ナビゲーション×ソリューションをフルに活かし、顧客を大幅に拡大

新ビジネスモデルによる付加価値の創出 ンサルとシステムの並走型シナジ 創出モデル

ＩＴ基盤サービス 「生産性と品質」へのこだわりとさらなる改善

新ビジネスモデルによる付加価値の創出

 コンサルティングとシステム開発が一体と
なって仮説・検証のサイクルを繰り返し、
継続的に価値 創出

現状のビジネスモデル 新たなビジネスモデル

コンサルティング コンサルとシステム
が並走し 継続的に

コンサルとシステムの並走型シナジー創出モデル

継続的に価値を創出

 顧客との共同ビジネスも視野に入れて、
新たな事業を創造

運用アウトソーシング
（ITOおよびBPO）

システム開発

が並走し、継続的に
価値を創出
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新たな事業を創造
共同利用型サービス



ＮＲＩは今年で創立50周年を迎えました

理想の姿、目指す姿を社会やお客様とともに
考え、それに向かってともに変えていこう、
そしてNRI自身も変わっていこうという意志そしてNRI自身も変わっていこうという意志

連綿と引き継がれている創業の精神（DNA）を
大切にし、「時代先取りの精神」、「顧客第一の
精 神 」 「 品 質 へ の こ だ わ り 」 を 旨 と す る精 神 」 「 品 質 へ の こ だ わ り 」 を 旨 と す る
NRIグループの使命を全うしていこうという信念
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（ご参考）

社員向けに「ＮＲＩしまキューブ」を発行しました

社員に伝えたい、経営の「50」の思いを形にしました。
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• 本資料は、2015年3月期決算の業績および今後の経営戦略に関する情報の提供を目的としたものであり、当社が発行する有価証券の投資勧誘を
目的としたものではなく また何らかの保証・約束をするものではありません目的としたものではなく、また何らかの保証・約束をするものではありません。

本資料に掲載されております事項は、資料作成時点における当社の見解であり、その情報の正確性および完全性を保証または約束するものでは
なく、また今後、予告無しに変更されることがあります。

• 本資料のいかなる部分も一切の権利は野村総合研究所に帰属しており、電子的または機械的な方法を問わず、いかなる目的であれ、無断で複製
または転送等を行わないようお願いいたします。

• 業績予想に関する参考値は当社の現状及び見通しをご理解いただくために目安となる値を表示したものです なお 新たな情報や事象が生じた場• 業績予想に関する参考値は当社の現状及び見通しをご理解いただくために目安となる値を表示したものです。なお、新たな情報や事象が生じた場
合において、当社が業績見通し等を常に見直すとは限りません。
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